
18:30～19:30

URA／知の創出センター連携企画「東北大学文系4研究科 人文・社会科学における知の創出セミナー」

（通称：Quattro Seminars（クワトロセミナー））は、東北大学での人文・社会科学の研究力強化を目指して、

全学的な視点から領域横断的な研究交流を行うセミナーです。

詳細情報URL ：

帝国の基層：西アジア領域国家形成過程の人類集団
第 7回

東北大学学際科学フロンティア研究所 助教

有松  唯

国立歴史民俗博物館 

教授

松木 武彦

東京大学大学院

農学生命科学研究科 教授

三中 信宏

5/19（火）16：30    ～18：30

クワトロセミナー事務局 ：

　 河合 晃一 （教育学研究科特任助教／文系URA）　　　塩谷 芳也 （知の創出センター特任助教、プログラムコーディネータ）

（日本語）　  http://www.sed.tohoku.ac.jp/̃ura_kawauchi/seminar/
（English）　http://www.tfc.tohoku.ac.jp/quattroseminar/
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知の館（TOKYO ELECTRON House of Creativity）
3階 講義室
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詳細情報URL ｜　（日本語）　http://www.sed.tohoku.ac.jp/̃ura_kawauchi/seminar/index.html
　　　　　　　     （English） http://www.tfc.tohoku.ac.jp/quattroseminar/

日　時 ｜

2015年5月19日（火）16：30 -18：30　

場　所 ｜

東北大学片平キャンパス　知の館（TOKYO ELECTRON House of Creativity) 3階 講義室

講演概要｜
国家の成り立ちについて知ることは、国家から成る現在社会を理解するために不可欠な作業です。人類史をかえり
みれば、人は実に様々な集団・社会を形作ってきました。それがなぜ、いつから国家に生きることになったのでしょ
うか。人文・社会科学の多くの分野にとって普遍的ともいえるこの課題について、本報告では、中近東地域でおこっ
た人類史上最古といわれる国家形成現象を事例として、考えてみたいと思います。こうした地域で現在、国家の意
味をゆるがす「イスラム国」が台頭していることもおおいに示唆的ではあるでしょう。
今回は当地での国家の出現について、人類集団・社会の要件と想定できる事項からの再評価を試みます。すなわち、
いかに複雑かつ大規模な社会でも、いわゆる家族や親族に相当するような諸関係が日常的実践を営む基本単位と
してあったと考えられます。こうした基盤的位相におけるヒトの集団化メカニズムと生態環境への適応形態、そし
て統合のしくみについて、国家形成段階での変動のプロセスと画期を指摘します。こうした視点から国家をとらえ
なおすことで、国という集団形態が人類史上いかなる意味をもつのか、考察してみたいと思います。

講演者経歴｜

有松 唯
専門：中近東古代史、中近東考古学
2005年　東京大学　文学部歴史文化学科　学士号取得
2007年　東京大学　大学院　人文社会系研究科　修士号取得
2011年　リヨン第2大学　大学院　社会科学科　博士号取得
2011年‐2014年　日本学術振興会　特別研究員（PD）
2014年‐現在　東北大学　学際科学フロンティア研究所　新領域創成研究部　助教

討論者経歴｜

三中 信宏
国立研究開発法人 農業環境技術研究所 生態系計測研究領域 上席研究員／東京大学大学院農学生命科学研究科 教
授。専門は進化生物学。東京大学大学院農学系研究科博士課程修了（農学博士）。農林水産省・農業環境技術研究所研
究員、同主任研究官を経て現職、東京農業大学大学院客員教授（応用昆虫学）も兼任。2003年度日本進化学会 教育
啓蒙賞受賞。主な著書に『進化思考の世界：ヒトは森羅万象をどう体系化するか』、『生物系統学』等がある。

松木 武彦
国立歴史民族博物館 教授。専門は日本考古学。大阪大学大学院文学研究科博士課程中退。博士（文学）。岡山大学埋蔵
文化財調査研究センター助手、同文学部助教授、同社会文化科学研究科教授等を経て現職。主な著書に『列島創世記 
旧石器・縄文・弥生・古墳時代』（2008年サントリー学芸賞受賞）、『古墳とはなにか－認知考古学からみる古代－』
等がある。

タイトル ｜

帝国の基層：西アジア領域国家形成過程の人類集団
講師　：有松 唯（東北大学学際科学フロンティア研究所 助教）
討論者：三中 信宏（東京大学大学院農学生命科学研究科 教授）       
討論者：松木 武彦（国立歴史民俗博物館 教授）       
司会　：塩谷 芳也（東北大学知の創出センター 特任助教、プログラムコーディネータ）

第7回
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